








































の造形的純粋性を保つために「自分の文学的要求の方は直接言葉によつて表現 したという。 「自由」とは彫刻に影響する青年期のやみ難い「抒情欲」からの解放を意味する であろうか。彫刻が文学を必要としない域に達したのか、結婚後、一つも詩を作らなかった大正四年、光太郎は塑像ブロンズ「園田孝吉胸像」 （元十五銀行頭取・光太郎帰国後の初めての外部依頼）を作って る。　
とまれ、 「直接言葉によつて表現」してきた「文学的要求の方は」 、 『道程』出版後、陰を潜めている。あるい ロダン
の言葉やヴェルハアランの詩の翻訳によって、そ 文学的要求を満たしていたのかも知れない。　
詩集『道程』出版の二ヶ月後の十二月二十二日、光太郎と智恵子は上野の精養軒に 結婚披露宴を行っている。この
結婚を機に、父光雲から「一人立になれと言われ 、光太郎は「お金の入る道がない」から「随分困った」 （ 「光太郎聞き書」以下回想はこれに依 ）という。そこで、 「てっとり早いから本を売」ったそうだが、そのようなことはいつまでも続くはずもなく、光太郎は翻訳と実家から 援助で生活していた。光太郎は当時を振り返って、 「翻訳は随分やっ な。アトリエの三階にこもっ 沢山訳した。それを智恵子がそばにいて清書する。だからあの頃の翻訳の原稿は智恵子の手のものが多いですよ」と言う。日中彫刻、燈下翻訳と う だったようである。そ 為か、光太郎は医師から仕事止められる程、たびたび眼病に悩まされている。智恵子が清書し のも光太郎 眼病のためだったかも知れない。　
その頃、詩は「 『明星』でも『スバル』でも第二『明星』でもみんなただ。詩で金をとった は支那事変（昭和十二
年）がはじまってから、それも『改造』や『 央公論』にだしたやつだ」と光太郎は回想している。つまり、作詩解放され、お金にならな 詩は書かなか た。従っ 智恵子 詩にすることも無かったという であろうか。　
確かに詩集『道程』を刊行し、結婚を披露した翌大正四年には、既記のとおり光太郎は一編の詩も書いて いない。






姿はない。大正五年十月一日、 『感情』に発表した詩「わが家」や大正十一年五月九日作の詩「五月のアトリエ」などには智恵子が登場してもよさそうなものなのに陰すらない。智恵子が登場するのは、大正十年十二月一日、 『明星』 に発表した詩「かがやく朝」に、 「遠い故郷に帰つてゐる人」として登場しているだけである。何故、光太郎は智恵子を詠うことを止めてしまったのか。　
あるいは智恵子自身が詠われることを拒否したのかも知れない。それを実証する文献を今、私は知らないが、そう思
う根拠は、大正二年の暮れから大正三年の詩「淫心」までの数詩のテーマが、余りにも露骨な性描写だからである。　







描写は、智恵子の許容範囲を超えていたのではな だろうか。　「底の知れない肉体の慾は」 「指は独自の生命を得て五体に匍ひまつはり」 （愛の嘆美） 「われらの食後の倦怠は／不思議な肉慾をめざましめて／豪雨 中に燃えあ る」 （晩餐） 、とりわけ、詩「淫心」の「をんなは多淫／われも多淫／飽かずわれらは／愛慾に光る」 「淫 ふかめ 往くところを知らず」 われ すま 多淫 地熱のごと ／烈烈――」などと、ここまで二人の生活を詠われ（暴露） は、 「肉と云ふもの 絶対に斥ける夫婦と云ふものを作らう」 （田村俊子作「女作者」 ）としていたかも知れない智恵子にとってはいたたまれない心境を強くした では だろうか。　因みに「淫心」を『日本国語大辞典』 （小学館）で検索すると、 「情交 のぞむ心。性的 衝動。色欲。欲情」とある。




























































一月、詩「花の開くやうに」 ・ 「海はまろく」 ・ 「歩いて

































































































































（春子の母）没（三十歳） 。九月、 「哀憐な美しさを見ます」 「芝居好きの婦人と読書好きの婦人と」 （ 『女性日本人』アンケート・ 「 『心中』の新しい見方」 ） 。
　


























大正九年四月末、智恵子は父の三回忌 帰郷し、光太郎は五月十日 岩代穴原温泉から智恵子と 連名で水野葉舟に




























詩の翻訳は結局不可能である。意味を伝へ、感動 伝へ、明暗を伝へる事位は出来るかも知れないが、原の「詩」はやはり向うに残る。其を知りつつ訳し のは、フランス語を知らな 一人の近親者にせめて詩の心だけでも伝へたかつたからである。
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■詩「樹下の二人」への序章
一一
と記している。伝えたかった「詩の心」とは光太郎の智恵子への愛だったのではないだろうか。主な参考文献１
　『高村光太郎全集』筑摩書房一九九四年十二月二十日発行増補版第一刷。
２
　
北川太一著『高村光太郎ノート』北斗会一九九一年三月二十八日発行。
３
　『アルバム高村智恵子』二本松市教育委員会一九九九年五月一日発行。
４
　
大島龍彦・大島裕子編著『智恵子抄の世界』新典社二○○七年十月二十五日発行第四刷。
５
　
大島龍彦著『智恵子抄の新見と実証』新典社二○○八年十一月十五日発行。
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